
記入日：令和 7 年 2 月 5 日

7 年 4 月 1 日 8 年 3 月 31 日)

検討した方法で実施する

～私たちは、地域に信頼されるべき存在であり続けます～

中期経営計画目標    ：革新と創造　-Innovation & Creation-
(2023.4-2026.3) 1将来に向けて人的ﾊﾟﾜｰを蓄える 2働きやすさと働きがいの向上 3「人」と「DX」が完全調和した介護福祉

ｻｰﾋﾞｽの提供：超高齢化社会への対応、介護福祉ｻｰﾋﾞｽの質向上 4地域が必要とする福祉ｻｰﾋﾞｽの創設：地域共生
 社会の実現に向けて

運営計画書
施設長 作成者

ｼｮｰﾄｽﾃｲ グループホーム悠々
令和 7 年度

特別養護老人ホーム ｼｮｰﾄｽﾃｲ翠風
ひまわりユニット

法人事業計画目標    ：（未）

ﾕﾆｯﾄ運営計画目標： 誰にとっても心地良く快適なユニット

行　動　計　画　表

(期間：令和 ～令和

少なくとも
6か月毎に

シートを更新

ユニット会議
開催時

常時

区分 項目番号 ねらい 手順
具体的行動計画(実践をするため何をするか)

実施結果と今後の展望
誰が 誰に対して どのように いつまでに

27③

実施 ﾕﾆｯﾄﾘｰﾀﾞｰ 入居者
ｹｱﾜｰｶｰ

趣味活動や日課継続の必要
性について伝える

R7.5

検討 ﾕﾆｯﾄﾘｰﾀﾞｰ

ｹｱﾜｰｶｰ
入居者 各入居者の「興味・関心

チェックシート」を確認
し、趣味や日課を継続して
いただけるよう必要物品の
用意や方法を検討する

「興味・関心
チェックシート」
の内容やご本人の
希望などを反映
し、趣味の活動や
日課を続けていた
だけるよう支援す

説明 ﾕﾆｯﾄﾘｰﾀﾞｰ ｹｱﾜｰｶｰ

少なくとも
6か月毎に

シートを更新
外部発信 ﾕﾆｯﾄﾘｰﾀﾞｰ

ｹｱﾜｰｶｰ
ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ閲覧者 グリーンだよりに日常の風

景や取組記事を掲載する
日々

ｹｱﾜｰｶｰ
ﾕﾆｯﾄﾘｰﾀﾞｰ
ｹｱﾜｰｶｰ

実施した内容を振り返り評
価する

評価 ﾕﾆｯﾄﾘｰﾀﾞｰ ユニット会議
時



看取りｹｱ

ｹｱﾜｰｶｰ ICT、IoTの活用による生産
性向上について伝える

R7.5④ 1 ICTや介護ロボッ
ト等のテクノロ
ジーを活用し、精
神的な不安や身体
的な負担の軽減に
取り組み働きやす
い職場環境を整え
る

説明 ﾕﾆｯﾄﾘｰﾀﾞｰ

検討 ﾕﾆｯﾄﾘｰﾀﾞｰ ケアカンファレンス・ユ
ニット会議時に実際のケア
や業務の場面で役立ててい
るか検討する
発見した課題について解決
策を決定する

その他② 消耗品の管理方法
を見直し、コスト
削減に取り組む

説明 ﾕﾆｯﾄﾘｰﾀﾞｰ ｹｱﾜｰｶｰ

ユニット会議
時

ケア・業務実
施時

評価 ﾕﾆｯﾄﾘｰﾀﾞｰ ﾕﾆｯﾄﾘｰﾀﾞｰ
ｹｱﾜｰｶｰ ｹｱﾜｰｶｰ

実施した内容を振り返り評
価する

ユニット会議
時

実施

ﾕﾆｯﾄﾘｰﾀﾞｰ
ｹｱﾜｰｶｰ ｹｱﾜｰｶｰ

実施 担当者

入居者 検討結果を基にケアや業務
を実施する

評価

どのタイミングでどれだけ
使用しているかモニタリン
グを行い、必要数を決定す
る

定期

その他①
ｱﾄﾞﾊﾞﾝｽ・ｹｱ・ﾌﾟﾗ
ﾝﾆﾝｸﾞ(ACP)につい
て理解し、実践す
ることで“いい最
期だった”と感じ
られるｹｱを提供す
る
看取り後に偲びの
ｶﾝﾌｧﾚﾝｽを行う

説明 ﾕﾆｯﾄﾘｰﾀﾞｰ

ｹｱﾜｰｶｰ

在庫数をチェックしながら
物品の発注、管理を行う

発注時

評価 ﾕﾆｯﾄﾘｰﾀﾞｰ ﾕﾆｯﾄﾘｰﾀﾞｰ

ｹｱﾜｰｶｰ ねらいについて伝える R7.4

ねらいについて伝える R7.5
作成 担当者 ― 物品の在庫をチェックし、

リスト化する
R7.5

検討

実施 看取り計画に沿ったケアを
提供する

ﾕﾆｯﾄﾘｰﾀﾞｰ
ｹｱﾜｰｶｰ ｹｱﾜｰｶｰ

介護支援専門員

看護職員
入居者
家族

全職種 入居者

ﾕﾆｯﾄﾘｰﾀﾞｰ

―

家族へのアンケートを実施
する

ご本人、ご家族の意向の変
化に柔軟に対応する

看取りケア実
施時

ｹｱﾜｰｶｰ
介護支援専門員

看護職員

ｹｱﾜｰｶｰ

ご家族、ご本人の意思を確
認（看取り意向書）し、そ
の人らしい最期が迎えられ
るケアを検討し、看取り介
護計画書を作成する

ユニット会議
時

サービス担当
者会議時

看取り後
介護支援専門員

看護職員

偲びのカンファレンスを開
催し、実施したケア内容を
振り返り評価する


